
2006年(平成18年)1月15日ふれんどしつぶVol.21 、B，ノ
ー

』
』

〆

'a，、、

発 行

郡上八幡国際友好協会

事務局

郡上市八幡地域振興事務所
総務管理課内

80575-67-1122 

www.gifa.jp 
E-mail:office@gifa.jp 

Vol.21 -司‘Fa可
am
m
‘
ミh
.

.
 

‘，
晶
aF

，"~‘'..， ‘曹...."‘"... .. " .，，~ 

‘ 
. &44a刷同協議仰山ぷrr4~ぷら1
."L.".. "，.・・.. ~ ar-. .'A・r.‘'‘w・.‘ : ‘.W<"‘....& ‘ "Ir... .. 

十
二
月
一
日
、

「郡
上
市
国
際
交
流
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
協

議
会
は
、
郡
上
市
で
活
動
し
て
い
る
三
つ
の
国
際
交
流
団
体
(
郡
上
八
幡
国
際
友

好
協
会

・
白
鳥
町
国
際
交
流
協
会

・
美
並
町
国
際
交
流
を
推
進
す
る
会
)
が
、
互

い
に
情
報
を
共
有
し
、
相
互
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
郡
上
市
全
域
へ
国
際
交
流

活
動
を
広
め
る
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
お
い
て
、
郡
上
八
幡
国
際
友
好

協
会
会
長
の
鷲
見
幸
彦
氏
が
初
代
会
長
に
就
任
(
任
期
は
一
年
)
、
当
面
は
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
ホ
l
ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
事
業
を
す
す
め
る
こ
と
が

、承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
は
、
郡
上
市
総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課
。

り』を開催しまし鬼
*世界囚料理を楽しむき*

「キゐチづく
12月18日に、世界の料理を楽しむ会「キムチづくり」を郡上八幡青少年セ

ンターで行いました。講師は、八幡町瀬取在住の井田光実さん。井田さんは

中国のご出身で日本に来られて3年目。昨年も水鮫子を教えていただきました。

参加者は、会員4名と一般10名の計14名。あらかじめ塩漬けにした白

菜を持参し、小エビの塩から、にんにくとりんごのすり身、だいこんとネギな

どを材料にした本格的

なキムチづくりに挑戦し

ました。井田先生の的

確なご指導に従って、

約一時間後には、みな

さん立派にキムチを漬

けることができました。最後には、講師自作のキムチと鮫子でティータイム。

楽しく和やかなムードであっという間の2時間でした。

今回作ったキムチは、重しをして屋外で保存し、お正月には食べ頃にな

るということです。

井田先生、参加いただきましたみなさま、ありがとうごさ守いました。
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ル』 受入を行いました
八幡町 森さん

私達家族|ことってホストファミリーは初めてでしだ。楽しみと不安で気が焦る
ばかりで、ちゃんとしだ準備もなく当日が来ましだ。案の定、緊張で「ょうこそ」の
言葉しか出てこない私達でしだが、工リ ンのお父さんが青森出身の日本人だ、とい
う話から盛り上ガ、り、皆緊張が一気|ことけましだ。昼間は釣りをし左り八幡城、慈

恩寺、斎藤美術館、温泉などいろんな所をまわりましだ。工リンは「きれいね-Jば
かり言っていましだが、私も本当|こきれいたさなあと思いましだ。普段、通っている
道の奥|ここんな江戸時代の様な空間や知らない場所があるなんて、改めて八幡の
良さに気づかされましだ。夜は鮎のバ ベキューをしましだ。工リンはベジタリ
アンですが魚は招きで、鮎を何匹もおいしそう|こ食べて¥父もうれしそうでしだ。
それから家族全員、母!こ浴衣を着せてもらい踊りに行きましだ。工リンは郡上お
どり講座で習っていない踊りも見ょう見まねで上手|こ踊り、私達も久し13iりに踊

2006年(平成18年)1月15日(2 ) 

って心地よい汗をかきましだ。(合年Ict私達も知らない踊りを覚えなきゃ)寝る前 座禅
は、お酒も飲んでスウ工ーデンのことや日本のこと、将来の夢芯どいろんなこと
を話しましだ。歌も一緒|こいっぱい歌って、本当|こ楽しくてあっという聞の4日間でしだ。合からという時|こもうお別れで、心|こ
大きな穴がぽっかり開いだみだいで本当|こ寂しい思いです。こんな|こ素晴らしい夏の思い出を作ることができて、家族皆、感謝
していま寸。舎ではスウ工ーデンが身近に感じられ、インターネットで調べたり、工リンの話も毎日しています。このすてきな偶
然の出会いを大切|こして、これからもメールや電話などであ付き合いできだらいいなと思いま寸。

大和町 臼田さん

この度のホームステイの受け入れをするにあだり、受け入れ前は留学生を受
け入れようか正直迷いましだが、国際交流!こ興味があつだのでホストファミリ
ー|こ応募させていだだきましだ。しかし、実際|こスウェ-デン留学生を受け入れ
ると、想像以上に日本語を上手|こ話され、また日本|こついてよくご存じで、本当

に驚きましだ。
今回のホームステイで、郡上の素晴らしさを知って頂<目的で、郡上の各所を
ロつだり、実際lこ郡上おどりを体験して頂いたり、ま芝、野菜採りの体験ちして
頂きましだ。我が家lこホームステイされたしナル卜さんは、流しそうめんと大滝
鍾乳洞が特にお気に入りのようでしだ。ま定、郡上おどりの会場で、休憩中|こ一
人の知らないおばあさんが、やってきてレナル卜さんlこ笑顔で話しかけてきまし
だが、一生懸命lこ笑顔で、目つ日本語で会話される場面がありまし左。とても感
動し、ま定レナルトさんの優しさを見ることができだ一場面でしだ。今回、郡上
の素晴らしさを知って頂こうといろいろ案内しましだが¥逆lこ私ちレナルトさ
んのおかげで郡上の素晴らしさを改めて再認識させられだ気がしましだ。

書道 このホームステイの受け入れをする|こあ芝り、私以外の家族Ictどちらかとい
うと拒否的でし定か¥実際に受け入れると、家族で食卓を囲み、ビールを飲みな

が、ら会話が弾み、両親も楽しかつだと感想を言っていまし芝。短い期間でしだが、いろんな貴重な体験をさせて頂きありがとうご

ざいまし左。

八幡町 羽山さん

合回このような体験をさせていだたさき、有難うございまし左。私の家には、21歳の日Inという女性の万が訪問してくれましだが、
彼女はとても可愛<、一緒にいて私自身が教えられる事ばかりでしだ。例えば、日本の文化を受け入れようとする姿がみられまし
だ。相手の文化を受け入れるということは難しいことですが、ご飯を食べる時に箸を使うなど、日本人にとっては普通の事かも知
れませんが、そのような気持ちが私だちを幸せ|こしてくれたと感じます。
私は、国際関係|ことても興昧がありますかt，Elinlこスウェーデンの話を聞
かぜてもらい、前よりスウ工ーデンという他国の地が身近|こ感じられるよ
うになりまし定。
今まで私は、他の家族の万!こ受け入れてもらう側でしだが、今回このよ
うな体験をすること|こよって、受け入れ側の気持ちも良くわかりましだ。
15日からElinが来ることlこなって、どんな子かなあ、楽しんでくれるといい
なあ、と思うことばかりで、多くの楽しみでいっぱいでし定。 3日間という
短い期間で私は彼女と一緒!こいる事で、毎日ガ、とても楽しかつだで寸。そ
の分別れが辛<、泣いてしまつだことがありましだが、iSeeγouJと言われ、
いつかきっと、今度は私が会い|こ行きだいなあ、と思いまし芝。
私も、合月の29日から、オース トラリ7で18日間ホームステイを体験し
ます。異国を訪問する事は、期待もありますが不安な気持ちもあります。そ

んな中、私ちElinのように多くの文化に触れて、行つ定時よりも成長しだ自 歓迎交流会
分で帰って来だいです。 協力:郡上おどり保存会ジュニアクラブ

このような体験をする事が出来、本当!こ良かつだです。 相生小学校おはやしクラブ
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今年度も岐阜大学『サマースクー
7月15日から18日まで、岐阜大学夏期短期留学(サマースクール)Iこ参加している学生の受入を行いましだ。合年は、スウェー
デンのルンド大学から23名、韓国のソウル産業大学から 5名の計28名が訪れ、歓迎会では、郡上おどり保荏会ジ、ユニアクラブと

相生小学校おはやしクラブの協力で郡上おどりを楽しんでいだだきましだ。

一行は、 35白4日の日程で、市内の家庭|こホームステイをしながら、書道・紙細工・郡上おどり・座禅・茶道など日本文化を体験

されましだ。

まだ、ホームステイをする中で、日本の家庭の生活を体験すると共に、夜|こは、家族とあ酒を飲んだり、郡上おどり|こ出かける

など、留学生|ことって、郡上市での四日間はサマースクール最大の思い出となっだようです。まだ、留学生だけでなく、お世話を

していだだいだホストファミリーのみなさま!ことっても、かけがえのない時間を過ごされだことと思います。

関係者のみなさま並び!こホストファミリーを引き受けていだだいだみなさま!こ厚くあ礼申し上げますととも|こ、 4つのご家

庭の感想文を紹介させていだだきます。(感想文は 7月lこ書いていだだいだものです。)

， 学生とホストファミリーの記念写真

八幡町 井藤さん

「あといくつ寝たら、ヨハンのおうち!こ遊びにいけるの ?J3氾4
日のホームステイが終わって、集合場所|こ送り届けて帰る車の中で、
ぽつんと子どもが、聞きましだ。

留学生の皆さんがパス|こ乗り込んでお見送りをする段では、2歳
の娘は号泣し、 1年生の恵、予は白を真っ赤|こして別れを惜しみまし定。
さんざん泣いて静かになっ左帰り道でしだ。
短い期間でし芝か¥家族として一緒|こ過ごすことができだ貴重芯週
末でし定。子どもだち|ことっても、家|こ来る親の友人などとはまだ違
つだ、より自分に近い惇在として、彼を受け入れてい芝のたさなと思い
ます。滞在中、何度しかっても、ヨハンの部屋|こ入り浸り、四六時中く
っついてはなれませんでしだ。一緒|こ川で遊び、花火をし、蛍を見|こ行
って、といっ左いつもの遊びも特別に感じられ左こと芝と思います。
お引き受けするとき、夫も仕事で留守芝し、予どもを 2人面倒見な
がら、ちゃんとお世話できるかしら、と不安な気持ちでいだのですが¥
そういう、子どもの世話や家事でパタパタ寸る普通の生活!こ入って
ちらうことで、かえって、お互いに親密感を蛍えること!こつながつ
だよう|こ思います。
「国際交流」や「相互理解」などとJ由象的な言葉!こしてしまうと、よ
くわからなくなってしまいますが、お互い 1人の人間として、一人
一人が触れ合うことが、すべての基本なのたさなと、実感させてい芝だ

きましだ。まだ、最後の反省会で、ホストファミリーの方が皆さんの
いろいろな思いをうかがえだのもとても印象的でしだ。
得がだい体験を、ありが、とうございまし芝。

他iこもたくさん感想文をいただきありがとうございました。ホームページ
にも掲載していますので、是非ご覧下さい。 www.gifa.jp

茶道

I * 会員募集中*
郡上八幡国際友好協会では会員を募集しています。

年会費は個人3，000円、団体10，000円です。年会費は、
留学生の受入や学習会、料理を楽しむ会などの事業や

広報活動の費用として大切に使われます。

国際交流事業の企画に関心があり、一緒に実現して

くださる方も募集しています。

【お問い合せ】郡上八幡国際友好協会事務局
TEL 67・1122(内線162)



Vol.21 ふれんどしつぶ 2006 (平成 18年)1月15日 (4 ) 

GWY(岐車県世界青年友の会)事業に協力して
r ドイツ学生受入』を行いました
9月30日に、 「日独学生交流」事業(国際オリンピック青少年セン

ター)におけるGWYが受託している「岐阜県プ口ク.ラム」の一環と

して、ドイツの学生20名が郡上市を訪れました。一行は、郡上おどり

とサンプル作りを体験し、内6名は、郡上市内で2泊3日のホームス

テイをしました。

日本語を勉強している岐雫大学サマースクールの学生と異なり、

日本語がほとんど話せないということてや心配な面もありましたが、ホ

ストファミリーのみなさまのご協力により無事に終える乙とができま

した。

郡上市内にホームステイした6名
最終日lこは、大垣市の大垣フォーラムホテルで歓送交流会が行わ

れ、ドイツ学生の出し物も含めて多くの催しが実施され、ホストファ

7月14日|こ岐阜大学日研生(日本語・日本文化研究生)

が明宝中学校を訪問して生徒だちと交流しました。

3年目となる地元中学校との交流事業ですが、今年

は中国のゼン・ナンさん、力・ナサさん、スウ工ーデン

のソーサ・力一ルソンさんに参加い芝芝きましだ。

生徒の合唱による歓迎会のあと、 3グループ|こ分か

れて交流会を行いまし定。生徒だちは、日研生|こよる

中国とスウェーデンの詳しい紹介|こ、興昧深げ|こ聞き

入っていましだ。

3人の巳研生は、生徒の案内で学校内を見学し、そ

の晩は生徒宅|こ 1泊して、翌日岐阜大学へ戻りました。

手どもだちにとって良い刺激|こなつだことはもち

ろん、日研生|ことっても日本の中学生との交流は貴重

な体験になっだことと思います。

ミリーも参加して盛り上がり

ました。 GI FAメンパーも郡

上おどりも披露してきました。

ホストファミリーのみなさ

まには、急なお願いを受けて

いただきましたこと、また言葉

が通じない等のご不便にもか

かわらず、暖かくお迎えいた

だきましたことに対しまして、

厚くお礼申し上げます。


